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本
県
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田
昇
、
三
枝
照
雄

両
氏
の
業
績
を
後
世
に
伝
え
、
登
山
の
基
礎
で
あ

る
体
力
を
競
い
合
っ
て
、
登
山
の
普
及
や
発
展
を

推
し
進
め
よ
う
と
す
る
、
第
十
九
回
山
田
昇
記
念

杯
登
山
競
争
大
会
が
、
平
成
二
十
年
九
月
二
十
八

日
（
日
）
、
武
尊
山
（
二
一
五
八
メ
ー
ト
ル
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
山
田
昇
記
念
杯
の
部
九
十
三
名
、

三
枝
照
雄
賞
の
部
五
十
四
名
、
競
争
を
行
わ
な
い

一
般
参
加
の
部
三
十
名
、
合
計
百
七
十
七
名
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
山
田
昇
杯
の
部
で
は
八
十
一
名
、

三
枝
賞
の
部
で
は
三
十
五
名
が
完
走
し
ま
し
た
。

山
田
杯
は
、
望
月
将
悟
選
手
（
静
岡
県
・
静
岡

消
防
）
が
二
時
間
三
分
十
六
秒
で
二
年
ぶ
り
二
回

目
の
優
勝
。
三
枝
照
雄
賞
（
十
九
歳
未
満
）
は
、
板

野
隆
徳
選
手
（
県
立
桐
生
工
業
高
校
三
年
）
が
二
時

間
四
十
六
分
十
三
秒
で
連
覇
の
栄
冠
を
つ
か
み
ま

した。ま
た
、
山
田
杯
の
部
男
子
三
十
六
歳
以
上

五
十
五
歳
以
下
は
吉
田
健
太
郎
之
選
手
（
前
橋

市
・
佐
川
急
便
）
、
同
五
十
六
歳
以
上
は
粕
川
嘉

久
治
選
手
（
桐
生
市
）
が
連
覇
、
同
女
子
の
部
は
星

野
緑
選
手
（
川
場
村
）
が
初
優
勝
、
三
枝
賞
女
子
の

部
は
大
河
原
由
衣
選
手
（
県
立
前
橋
女
子
高
校
三

年
）
が
連
覇
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
曇
り
で
気
温
も
高
く
も
低
く
も
な

い
と
い
っ
た
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
た
め
、

大
会
記
録
保
持
者
の
望
月
将
悟
選
手
が
更
な
る
記

録
更
新
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
一
歩
お
よ
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
の

第
二
十
回
大
会
で
は
、
二
時
間
の
壁
が
破
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
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鴫晃記念杯登山競争大会話嫁

◆男子35歳以下の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆男子36－55歳の部

1 �望月　将悟 �静岡消防 �2003′16” 

2 �池田　幸男 �林ニット �2021′41′′ 

3 �渡辺　幸一 �碓氷AC �2。33′26’′ 

4 �吉田　尚紀 �境町山の会 �2034′54′′ 

5 �松本　　浩 �境町山の会 �2。43′22〝 

6 �河津浩一郎 �栃木県佐野市 �2。50′53′′ 

7 �高橋　博征 �長野県長野市 �2o53′02〝 

8 �澤井　京大 �アイスエクストリーム六合 �2。58′21” 

9 �河野　克昭 �利根郡みなかみ町 �3。04′15〝 

10 �小野　典弘 �沼田警察署 �3oO7ノ01′′ 

11 �津吹　治平 �加蘇陸上クラブ �3。23′05′′ 

12 �石井　達幸 �山とスキーの店石井 �3025′56’′ 

13 �萩原　　守 �信越化学山岳部 �3028′16′′ 

14 �江原　大悟 �マカロニクラブ �3028′17′′ 

15 �星野　祐二 �利根郡川場村 �3o28′40′′ 

16 �井上　由史 �チームめぐる �3028′48” 

17 �小松　　涼 �チームめぐる �3032′24〝 

18 �飛鳥　竜一 �茨城県水戸市 �3038′41” 

19 �松本　　大 �公立藤岡総合病院 �3o39′47” 

20 �田口　智也 �埼玉県北埼玉郡北川辺町 �3o40′08” 

21 �澤田　裕史 �前橋市 �3。40′26′ノ 

22 �島崎　智洋 �豊生会RC �3。41′07′′ 

23 �田村　元臣 �前橋山岳会 �3。55′16’′ 

24 �南雲　清光 �前橋市 �4012ノ35’′ 

25 �井上　責智 �県立伊勢崎高校 �4。12′40′′ 

26 �佐々木直人 �新潟市役所 �4014′00′′ 

27 �浜本　佳英 �安中市 �4。19′15′′ 

28 �今泉　仁輔 �沼田市 �4031′43′′ 

29 �鳥山　義則 �渋川市 �4。37′57′ノ 

30 �石塚　宏幸 �茨城県坂東市 �4054′45′′ 

1 �吉田健太郎 �佐川急便 �2o31′20” 

2 �デニス加一礼レ �東京都青梅市 �2o33′34′′ 

3 �割田　　靖 �群馬ミヤマ山岳会 �2042′00′′ 

4 �斎藤　光広 �越生七福神TC �2o46′05〝 

5 �原　　邦彦 �月夜野マラソン �2。49′14” 

6 �川崎　政審 �越生七福神TC �2059′54” 

7 �金澤　浩史 �太田山岳会 �3006′21’′ 

8 �岩川　　修 �大空ヒマラヤ会 �3010′37′′ 

9 �若本　雅史 �茨城県古河市 �3。12′13’′ 

10 �大橋　一雄 �栃木県宇部富市 �3013ノ12′′ 

11 �長谷川民男 �前橋市 �3。16′17” 

12 �飯田　祐治 �T“R“C �3o22′47” 

13 �マークフィーリー �東京都福生市 �3033′10′′ 

14 �大堀　　努 �高崎市 �3040′14” 

15 �片桐　睦浩 �桐生市 �3043′08〝 

16 �佐藤　　浩 �チームめぐる �3044’04’′ 

17 �吉野　林平 �沼田市 �3o48′38’′ 

18 �唐山　知之 �太田山岳会 �3048′49′′ 

19 �田村　将夫 �越生七福神TC �3。59′11” 

20 �越　　友宏 �チームワン �4000′28” 

21 �橋本　昌美 �加茂ローンTC �4oO3′10” 

22 �金井　進一 �碓氷陸上競技クラブ �4009′40” 

23 �清水　　茂 �ARDF群馬 �4009′56” 

24 �増田　浩之 �高崎市 �4012′34” 

25 �沓澤　　純 �伊勢崎トライアスロン協会 �4013′54’′ 

26 �柳井　郁雄 �沼田市 �4。15′08” 

27 �高橋　俊一 �群馬県警察本部 �4017′38” 

28 �渡部　浩樹 �福島県喜多方市 �4021′01’′ 

29 �成瀬　康也 �栃木県宇部富市 �4024′59〝 

30 �進藤　雅文 �太田山岳会 �4031′19′′ 

31 �小林　浩 �利根郡川場村 �4037′02’′ 
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∴－ 縁 主I：京∴ ∴淑∴ �1 ∴∴「∵∵∴∴． � � 

野猿発1両ii十 ��� � ����一品一二．1　－－－－1－1∵∴÷ 

ー■　　ノ � �� �� ���一、1凝議ヾ 

誤謬 ��� �� ���雄二潔 

〇〇〇　‾‘‘ン’ �額閣 �� ��∴子 を毛 � ��芸※ �→■‘蝶 

32 �横田　　徹 �国立西群馬病院 �4o49’49′’ 

33 �正田　和則 �大田市 �4051′08′′ 

34 �黒澤　琢磨 �マカロニクラブ �4051′42” 

◆男子56歳以上の部

1 �粕川嘉久治 �桐生市 �2o45′10” 

2 �山田　　豊 �沼田山岳会 �3。03′00〝 

3 �唐沢　三夫 �沼田市 �3。29′02” 

4 �井上　土史 �チームめぐる �3o42′49′′ 

5 �斎藤　長作 �松井田山岳会 �3047′19” 

6 �熊澤　清日月 �東京都品川区 �3050ノ24’′ 

7 �中澤　妄信 �伊勢崎山岳会 �3o56′32” 

8∴i‾‾剛∴ �� � ���� � �� � ‾望醒 �����‾　－〇〇m＿ ���∴主：牒・∴ �詩話 �一車 線地表 

転霧三 ���　∴十千∴ ■†二二二 ：工：∴∴∴∵ ○言．＿ ���� �∴▼‾： ��� 

鱒二三 愛鯨－＿∵ � ����∴ � �� � 

∴∴　　　　　　　∴ ��� �� � � � ��∴－∴ � 

、 � �� ���� �� 

慾綴縁類　－‘‾　　駆‘事 ��� ���� � 

搬鰯緩響鰭感銘鑑態瀦毒薬繍免＝鐙1－、較÷∴寒家 �� � � � �／　　　　　　　　　　　　　－ � ���∴－糠一1、　　　蝦 � 

8 �尾崎　兼行 �群馬FC60 �4019′52′′ 

◆女子の部

1 �星野　　緑 �利根郡川場村 �2044′24′′ 

2 �加藤　揚子 �沼田山岳会 �2044′32′′ 

3 �平林　尚子 �利根郡みなかみ町 �3010′16” 

4 �阿部　紀子 �チームめぐる �3。25′17′′ 

5 �大家千枝子 �前橋山岳会 �3028′31′′ 

6 �成瀬　美希 �栃木県宇部富市 �3。34′39’′ 

7 �佐藤祐紀子 �チームめぐる �3。36′31” 

8 �中澤　順子 �吾妻郡中之条町 �3。41′26′′ 

9 �深澤　智美 �沼田山岳会 �3049′17” 

巌醒鯨輔霞 　　　二．、旗－＿ �l �轟 き○ �7 時 

◆男子の部

1 �板野　隆徳 �桐生工業高校 �2o46′13〝 

2 �西野　敬祥 �高崎高校 �3009′39′′ 

3 �山田　貴之 �沼田高校 �3。13′16′′ 

4 �五十嵐　輝 �高崎工業高校 �3020′45′′ 

5 �岩元　　規 �高崎工業高校 �3。21ノ10′′ 

6 �横田　浩紀 �沼田高校 �3026′33′′ 

7 �長沼　寛之 �前橋高校 �3027′17’′ 

8 �蜂須賀　大貴 �沼田高校 �3。27′54′′ 

9 �鵠渕　健太 �沼田高校 �3039′07′′ 

10 �小野　李旺馬 �渋川工業高校 �3039′41′’ 

11 �永井　利日月 �高崎工業高校 �3041′27’′ 

12 �星野　良介 �沼田高校 �3041′54′′ 

13 �岩崎　一輝 �高崎高校 �3。49′43’′ 

14 �富原　大地 �沼田高校 �3055′55〝 

15 �斎藤　　知 �前橋高校 �3o58′41′′ 

16 �上原　久司 �高崎工業高校 �4000′07” 

17 �平井　直樹 �高崎高校 �4000′39〝 

18 �浜名　俊日月 �高崎工業高校 �4004′42′′ 

19 �大渕　一成 �沼田高校 �4005′52” 

20 �小野　　純 �沼田高校 �4005′58′ノ 

21 �岡田　陽介 �高崎高校 �4o12′43’′ 

22 �木島　丈太 �前橋高校 �4o13′53′′ 

23 �永井　　衛 �伊勢崎高校 �4028′52′′ 

24 �原　　　渉 �前橋高校 �4037′41′′ 

25 �近藤　雄太 �前橋高校 �4040′08’′ 

26 �寺島　佑亮 �前橋高校 �4040′48〝 

27 �相川　雅和 �前橋高校 �4040′53′′ 

28 �松澤　卓也 �前橋高校 �4。51′44′′ 

29 �小中　英樹 �前橋高校 �4。52′14” 

30 �綱島　　稜 �前橋高校 �4052′28〝 

31 �登坂　優希 �高崎工業高校 �4055′41′′ 

32 �高橋　文也 �高崎工業高校 �4058′22′′ 

◆女子の部

1 �大河原　由衣 �前橋女子高校 �3o29′28′′ 

2 �三田　智子 �前橋女子高校 �3045′12′′ 

3 �中田　　舞 �前橋女子高校 �4o36′04′′ 

（表中の　o′”は、時間。分〇秒を表す）
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まんぐ畠山

8
月
2
8
日
～
5
0
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
シ
ド
ニ
ー
で
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
選

手
権
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
世
界
各
国
か
ら
1
4
歳
～
1
9
歳
ま
で
の

ジ
ュ
ニ
ア
代
表
選
手
が
五
〇
〇
人
も
集

ま
る
、
と
て
も
規
模
の
大
き
い
大
会
で

す
。
私
は
三
月
に
行
わ
れ
た
、
代
表
選

考
会
を
兼
ね
た
ユ
ー
ス
選
手
権
で
3
位

と
な
り
、
日
本
代
表
に
選
ば
れ
出
場
し

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
高
校
に
入
学
し
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
本
格
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
始
め

た
頃
、
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
選
手
権
は
私

に
と
っ
て
遠
い
存
在
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
練
習
を
重
ね
、
大
会
で
も
成
績

を
残
せ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
に
自
信

が
つ
い
て
く
る
と
自
然
に
　
「
ワ
ー
ル
ド

ユ
ー
ス
選
手
権
」
　
に
出
場
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

代
表
選
考
が
発
表
さ
れ
、
出
場
が
決

定
し
て
か
ら
私
は
ま
す
ま
す
練
習
に
力

を
い
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
の

会
場
と
な
る
壁
は
1
7
メ
ー
ト
ル
と
と
て

も
大
き
く
、
そ
の
高
さ
に
対
応
す
る
た

め
に
も
神
奈
川
や
新
潟
、
東
京
な
ど
大

規
模
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
へ
遠
征
し

ま
し
た
。

そ
し
て
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
や
っ

）

た
と
い
う
自
信
を
持
ち
、
冬
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
と
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
私

と
と
も
に
大
会
へ
出
場
し
た
日
本
人
選

手
は
1
6
人
で
、
コ
ー
チ
と
監
督
計
4
名

が
引
率
と
し
て
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

大
会
一
日
目
は
開
会
式
と
予
選
1
本

目
で
し
た
。
開
会
式
は
各
国
に
選
手
が

国
旗
を
持
ち
、
入
場
と
い
う
、
元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
予
選
1
本
目
の
競
技
順
が
私
は
早

か
っ
た
の
で
、
開
会
式
が
終
わ
っ
て
早

速
ア
ッ
プ
を
し
よ
う
と
ア
ッ
プ
エ
リ
ア

へ
行
っ
た
ら
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
選

手
が
す
で
に
壁
に
取
り
付
い
て
お
り
、

圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
海
外
の

選
手
達
は
わ
れ
先
に
と
、
登
っ
て
い
て

海
外
で
は
き
ち
ん
と
自
己
主
張
を
し
な

い
と
い
け
な
い
ん
だ
と
痛
切
に
感
じ
ま

した。あ
っ
と
い
う
間
に
私
の
番
に
な

り
、
身
体
が
温
ま
っ
て
な
い
状
態

で
私
の
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
冬
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
予

想
以
上
に
寒
い
の
で
す
。
そ
し
て

緊
張
も
あ
り
、
力
を
出
し
切
れ
ず

に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
予
選

1
本
目
の
順
位
は
4
1
位
で
し
た
。

二
日
目
は
予
選
2
本
目
で
し

た
。
私
は
前
日
の
順
位
を
挽
回
し

よ
う
と
、
と
て
も
集
中
で
き
、
自

分
で
も
良
か
っ
た
と
思
え
る
、
力

を
全
部
出
せ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
で
き

ま
し
た
。
順
位
は
2
1
位
で
し
た
。
し
か

し
予
選
の
順
位
の
合
計
は
3
1
位
で
、
予

選
通
過
の
2
6
位
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し

た。
結
果
は
予
選
敗
退
で
し
た
が
、
私
に

と
っ
て
こ
の
大
会
は
更
な
る
成
長
へ
の

た
め
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
各
国

の
同
世
代
の
強
い
ク
ラ
イ
マ
ー
と
の
交

流
、
間
近
で
み
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出

場
者
の
登
り
、
と
も
に
出
場
し
た
日
本

代
表
選
手
と
の
友
情
、
す
べ
て
が
私
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
、
も
っ
と
強
く
な
ろ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。
「
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
で
決

勝
ま
で
行
く
」
　
こ
れ
を
目
標
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
私
は
1
1
月
3
1
日
～
1
2
月
1
日
に

山
口
県
で
行
わ
れ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ア

ジ
ア
ユ
ー
ス
選
手
権
に
日
本
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
代
表
選
考
基

準
は
8
月
の
I
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
各
カ
テ
ゴ
リ
8
位
以
内
と
い
う

も
の
で
、
私
は
ユ
ー
ス
A
（
1
6
～
1
7
歳
）

で
1
位
で
し
た
。

私
は
去
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
で
3
位
入
賞
し
て
お

り
、
今
年
も
絶
対
に
入
賞
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ジ
ア

ユ
ー
ス
は
去
年
に
比
べ
、
2
倍
ほ
ど
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
そ
ん
な
中
で
自
分

が
ど
の
位
置
に
い
る
の
か
確
か
め
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

予
選
は
2
本
登
っ
て
、
そ
の
合
計
順

位
を
つ
け
ま
す
。
決
勝
へ
は
上
位
8
人

ま
で
が
進
出
し
ま
す
。
私
は
1
本
目
が

3
位
、
2
本
目
が
4
位
で
合
計
3
位
と

な
り
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。

次
の
日
の
決
勝
は
と
て
も
寒
く
、
あ

ま
り
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
手
が
か
じ
か
ん
で

感
覚
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

し
か
し
私
は
3
位
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
1
位
と
2
位
は
韓
国
の
選

手
で
、
韓
国
の
選
手
の
レ
ベ
ル
は
と
て

も
高
く
驚
き
ま
し
た
。

私
が
世
界
を
目
指
し
て
い
く
上
で
、

ア
ジ
ア
優
勝
は
1
つ
の
通
過
点
で
す
。

来
年
こ
そ
は
も
っ
と
力
を
つ
け
て
優
勝

し
た
い
で
す
。
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まんぐ畠山

①
期
日
　
平
成
2
0
年
1
0
月
3
日
～
5
日

②
会
場

大
分
県
竹
田
市
、
県
立
竹
田
高
等
学

校③
群
馬
県
選
手
団

《
成
年
男
子
》

監
督赤

松
　
久
宇
（
三
菱
電
機
ホ
ー
ム
機
器
）

選
手平

野
　
正
行
（
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
）

冨
澤
　
太
郎
（
盟
和
産
業
）

《
少
年
女
子
》

監
督長

谷
川
喜
久
男
（
高
崎
工
業
高
校
）

選
手長

谷
川
美
玲
（
前
橋
女
子
高
校
3
年
）

大
澤
　
咲
子
（
前
橋
女
子
高
校
2
年
）

第
3
位
（
決
勝
進
出
）

少
年
女
子
リ
ー
ド
予
選

第
4
位
（
決
勝
進
出
）

1
0
月
5
日
（
日
）

A
M
　
　
少
年
女
子
リ
ー
ド
決
勝

第
5
位
　
入
賞

P
M
　
　
少
年
女
子
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

決
勝

第
5
位
　
入
賞

成
年
男
子
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
決
勝

第
8
位
　
入
賞

国
体
特
有
の
ル
ー
ル
で
実
施
さ
れ
、
運

営
側
・
選
手
と
も
試
行
錯
誤
的
な
面
が

残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム

2
人
で
2
つ
の
課
題
が
設
定
さ
れ
た

ウ
ォ
ー
ル
を
登
り
ま
す
が
、
登
る
順
序

や
ト
ラ
イ
回
数
な
ど
は
チ
ー
ム
の
自
由

で
、
さ
ら
に
監

）

を
ど
う
押
さ
え
る
か
な
ど
作
戦
が
生
ま

れ
、
観
客
の
声
援
も
自
由
で
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
決
勝
は
2

ラ
ウ
ン
ド
制
で
、
第
1
ラ
ウ
ン
ド
は
進

出
し
た
8
チ
ー
ム
が
予
選
と
同
様
に
4

課
題
を
登
り
、
上
位
4
チ
ー
ム
が
第
2

ラ
ウ
ン
ド
に
進
み
4
課
題
を
登
り
順
位

を
つ
け
ま
す
。

今
回
の
国
体
は
種
目
が
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
関
係
の
み
に
な
っ
て
注
目
さ
れ
る
点

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
特
に
成
年
男

子
は
シ
ー
ド
競
技
な
の
で
、
全
県
か
ら

④
競
技
日
程
と
成
績

1
0
月
3
日
（
金
）

成
年
男
子
リ
ー
ド
予
選
　
　
2
6
位

少
年
女
子
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
予
選

第
3
位
（
決
勝
進
出
）

的
月
4
日
（
土
）

成
年
男
子
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
予
選

⑤
競
技
概
要

本
年
度
か
ら
山
岳
競
技
は
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
と
リ
ー
ド
の
2
種
目
と
な
り
ま
し

た
。
リ
ー
ド
の
今
年
度
の
大
き
な
変
更

点
は
、
全
選
手
の
順
位
づ
け
を
し
、
そ

の
合
計
で
チ
ー
ム
順
位
を
決
め
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
前
年
度
ま
で

の
、
2
人
の
獲
得
高
度
の
合
計
で
の
順

位
付
け
と
は
、
結
果
に
お
い
て
微
妙
な

違
い
が
出
ま
す
。
今
回
の
少
年
女
子
鞘

馬
チ
ー
ム
の
リ
ー
ド
決
勝
に
お
い
て

も
、
前
年
同
様
に
順
位
付
け
す
る
と
第

3
位
と
な
り
ま
す
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は

督
や
2
人
の
選

手
は
自
由
に
応

援
や
指
示
が
で

き
ま
す
。
予
選

は
こ
の
ウ
ォ
ー

ル
が
2
両
で
、

一
人
が
計
4
課

題
を
登
り
、
完

登
数
や
ボ
ー
ナ

ス
ポ
イ
ン
ト
な

ど
で
順
位
を
決

定
し
ま
す
。
登

る
順
や
ア
ド
バ

イ
ス
に
チ
ー
ム

カ
ラ
ー
が
あ
ら

わ
れ
、
選
手
の

疲
労
な
ど
を
考

え
、
ト
ラ
イ
数

選
手
が
出
場
し
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
入
賞
者
か
ら
普
段
は
あ
ま
り
コ
ン
ペ

に
出
な
い
有
力
者
な
ど
が
出
場
し
、
全

日
本
ク
ラ
ス
の
大
会
に
お
い
て
も
こ
れ

ほ
ど
の
顔
ぶ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

他
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
あ
る
種
別
で
も

同
様
に
実
力
者
が
顔
を
そ
ろ
え
ま
す
。

レ
ベ
ル
が
高
く
観
客
を
惹
き
つ
け
る
競

技
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
次

に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
国
体
の
特
別
ル
ー

ル
で
行
わ
れ
、
こ
れ
は
世
界
で
も
類
を

見
な
い
タ
イ
プ
の
コ
ン
ペ
と
な
り
ま

す
。
こ
の
競
技
が
内
容
的
に
も
優
れ
盛

り
上
が
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど

で
も
入
賞
す
る
選
手
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
課
題
が
設
定
さ
れ
る
か
、
選
手
は

ど
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ

て
く
れ
る
か
興
味
津
々
の
方
も
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
ド
と
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
を
両
方
と
も
得
意
と
し
て
い

る
選
手
は
少
な
く
、
普
段
は
ど
ち
ら
か

に
特
化
し
て
い
る
選
手
た
ち
が
両
方
の

種
目
に
出
る
こ
と
で
各
県
チ
ー
ム
の
特

性
や
作
戦
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
展
開

に
な
る
か
も
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て
、

観
戦
し
や
す
い
会
場
や
見
て
わ
か
り
や

す
い
競
技
と
し
て
、
い
ま
ま
で
関
心
の

な
か
っ
た
人
た
ち
に
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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まんぐ畠山

⑥
競
技
を
観
戦
し
た
雑
感

成
年
男
子
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

入
賞
者
を
抑
え
、
そ
の
点
で
は
無
名
で

あ
る
群
馬
県
チ
ー
ム
が
予
選
3
位
で
通

過
し
た
こ
と
は
、
関
係
者
も
驚
く
よ
う

な
快
挙
で
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
選
手

に
は
失
礼
な
反
応
で
、
今
回
の
選
手
た

ち
は
地
方
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
は

積
極
的
に
数
多
く
参
加
し
好
成
績
も
残

し
て
い
る
の
で
、
普
通
に
実
力
が
発
揮

で
き
た
結
果
で
し
ょ
う
。
県
内
に
は
ジ

ム
な
ど
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
む
人

た
ち
は
か
な
り
多
い
の
で
す
か
、
コ
ン

ペ
に
出
場
す
る
と
な
る
と
少
な
く
な
り

ま
す
。
今
回
の
活
躍
が
多
く
の
人
に
コ

ン
ペ
に
参
加
す
る
希
望
や
意
欲
を
高
め

て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
山
岳

連
盟
の
会
員
の
参
加
も
期
待
し
ま
す

が
、
国
体
を
目
指
す
多
く
の
人
が
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
山
岳
連
盟
の
活
動
に

も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
も
理
想
的
で

す。

成
年
女
子
、
少
年
男
女
は
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
関
東
か
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
3
県
が
本
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
が
、
全
て
の
種
別
で
3
県
と
も
決

勝
戦
に
進
出
し
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
高
い
関
東
プ
ロ
ッ

ク
を
通
過
す
る
の
は
今
後
と
も
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
過
の
枠
を

広
げ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
が
、
通

過
で
き
れ
ば
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

と
も
言
え
ま
す
の
で
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク

で
切
磋
琢
磨
す
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
成
年
女
子
で
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
大
活
躍
中
の
野
口
選
手
を
有
す
る

茨
城
県
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
ま
し

た
。
そ
の
他
の
県
に
も
全
日
本
ク
ラ
ス

の
実
力
者
が
揃
っ
て
い
て
、
来
年
度
以

降
も
こ
れ
ら
の
同
じ
選
手
の
戦
い
と
な

る
の
は
必
至
で
す
。
か
わ
っ
て
、
少
年

男
女
は
毎
年
か
長
く
て
も
3
年
で
選
手

は
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
こ
こ
に
継
続
の

難
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
成
年
の
よ
う

に
強
い
選
手
が
固
定
す
る
こ
と
は
少
な

く
な
り
ま
す
。
年
と
と
も
に
チ
ャ
ン
ス

が
巡
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
毎

年
新
し
い
選
手
を
育
て
続
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
大
会
で
は
轄
馬
の
名
前
を
全

国
に
知
ら
し
め
る
よ
う
な
選
手
の
活
躍

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
い
た
る
ま
で

の
選
手
各
人
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
以
降

の
こ
と
を
考
え
る
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が
一
番
の
課
題
で

す
。
岳
連
会
員
の
積
極
的
な
参
加
や
、

多
く
の
人
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
、
特
に
子
供
た
ち
の
競
技

）

人
口
が
増
え
ま
す
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
い
た
し
ま
す
。

⑦
選
手
の
感
想

前
橋
女
子
高
校
　
3
年
　
長
谷
川
美
玲

私
の
高
校
三
年
間
は
国
体
を
目
指
し

仲
間
と
共
に
縦
走
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

練
習
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
一
番
の
目

的
で
あ
り
、
目
標
で
あ
り
、
思
い
出
で

した。1
年
で
は
先
輩
の
足
を
引
っ
張
っ
て

し
ま
い
、
自
分
の
力
の
無
さ
を
痛
切
に

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
人
一
倍

練
習
を
す
る
こ
と
を
決
め
、
地
道
な
努

力
を
し
ま
し
た
。

2
年
で
は
縦
走
ク
ラ
イ
マ
ー
、
そ
し

て
前
年
の
関
プ
ロ
敗
退
と
い
う
悔
し
さ

を
知
る
も
の
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張

り
、
国
体
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
縦

走
競
技
を
通
じ
、
私
は
精
神
的
に
と
て

も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
現
在
、
私
が
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
す
る
上
で
力
の
源
と
も
な
っ
て
い

ます。そ
し
て
今
回
の
大
分
国
体
は
、
三
年

間
の
練
習
の
成
果
と
、
「
国
体
優
勝
」

と
い
う
目
標

へ
の
挑
戦
、
と

い
う
私
の
中
で

大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
た
大

会
で
し
た
。
去

年
の
秋
田
国
体

が
終
わ
っ
て
か

ら
私
は
　
「
国
体

で
優
勝
L
 
L
た

い
と
強
く
決
心

し
、
さ
ら
に
強

く
な
る
た
め

に
、
き
つ
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も

し

て

き

ま

し

た
。
そ
れ
と
同

時
に
後
輩
の
指

導
に
力
を
入
れ
、
県
外
の
ジ
ム
へ
の
遠

征
も
精
力
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
1
月
に
行
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
合
宿
に
参
加
し
、
効
果
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
は
後
輩
の
指
導
を
す
る
に
あ
た

り
、
一
年
と
い
う
短
い
期
間
で
効
率
よ

く
強
く
さ
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
毎
回
の
練

習
で
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

持
久
力
を
つ
け
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
バ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
オ
ン
サ
イ
ト
練
習

な
ど
で
す
。
そ
し
て
後
輩
は
一
年
で
す

ご
く
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。
高
校
生

か
ら
始
め
た
選
手
の
中
で
は
全
国
的
に

見
て
も
、
か
な
り
強
い
と
い
え
る
ほ
ど

に
も
な
り
ま
し
た
。
高
校
に
入
る
前
か

ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
し
て
い
た
選
手
と

の
実
力
差
は
や
は
り
あ
り
ま
す
が
女
子

の
場
合
、
努
力
次
第
で
全
国
区
で
も
戦

え
る
、
と
い
う
良
い
見
本
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

私
は
一
年
間
ず
っ
と
後
輩
と
と
も
に

練
習
を
し
て
き
て
、
一
人
で
は
つ
い
つ

い
自
分
に
甘
く
な
っ
て
し
ま
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
、
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
高

め
合
う
こ
と
で
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
最
終
的
に
は
自
分
と

の
戦
い
で
す
。
し
か
し
自
分
と
の
戦
い

だ
か
ら
こ
そ
、
仲
間
と
の
練
習
が
大
き

な
支
え
と
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大

会
で
自
分
の
限
界
以
上
の
力
を
振
り
絞
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まんぐ畠山

る
に
は
強
い
精
神
力
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
普
段
の
練
習
で
　
「
も
う
無

理
」
　
と
思
っ
て
か
ら
も
力
を
出
す
練
習

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
本

番
で
の
自
信
は
、
そ
れ
に
裏
打
ち
す
る

練
習
に
よ
っ
て
つ
き
ま
す
。
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
す
べ
て
や
っ
た
と
思
え
れ

ば
大
会
本
番
で
緊
張
す
る
こ
と
な
く
、

力
を
発
揮
で
き
る
の
で
す
。
私
が
学
ん

だ
こ
と
は
練
習
が
一
番
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

私
は
三
年
間
の
経
験
を
生
か
し
、
ま

た
更
に
強
く
・
上
手
く
な
る
た
め
に
こ

れ
か
ら
も
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
思
い

ます。

一

労
は
段
々
た
ま
っ
て
い
く
も
の
な
の

で
、
最
終
日
ま
で
体
力
が
残
せ
る
か
心
　
　
第
2
4
回
群
馬
自

前
橋
女
子
高
校
　
2
年
　
大
藩
　
咲
子

大
分
国
体
が
終
わ
っ
て
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
の
今
年
の
目
標
は
、
「
国
体
出
場
」

だ
っ
た
の
で
、
国
体
が
終
わ
っ
て
か
ら

は
だ
ら
だ
ら
と
日
々
を
過
ご
し
て
い
る

感
じ
が
し
ま
す
。

国
体
本
番
の
三
日
間
は
思
っ
た
よ
り

も
長
く
、
思
っ
た
よ
り
短
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
私
に
と
っ
て

は
意
義
の
あ
る
、
濃
密
な
三
日
間
で
し

た。
日
程
は
、
一
目
目
は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

予
選
、
二
日
目
は
リ
ー
ド
予
選
、
三
日

目
は
決
勝
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
疲

配
で
し
た
が
、
体
力
は
何
と
か
大
丈
夫

で
し
た
。
し
か
し
、
私
は
精
神
的
な
面

で
の
負
担
に
耐
え
き
れ
ず
、
一
番
大
事

な
決
勝
で
自
分
の
思
う
よ
う
な
成
績
が

残
せ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
瞬
間
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で

す
。
後
か
ら
　
「
あ
そ
こ
で
あ
あ
し
て
い

れ
ば
…
」
「
こ
う
す
る
こ
と
も
で
き
た
の

に
…
」
　
と
た
く
さ
ん
反
省
が
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
が
、
一
発
本
番
の
そ
の
瞬
間

に
「
も
う
ダ
メ
た
。
」
と
思
っ
て
し
ま
っ

た
時
点
で
、
本
当
に
　
『
も
う
駄
目
』
　
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
自

分
と
の
戦
い
だ
な
、
と
、
そ
ん
な
こ
と

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
国
体
は
あ
く
ま
で
私
は
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
立
場
で
し

た
。
先
輩
は
卒
業
し
、
今
度
は
私
が
後

輩
を
引
っ
張
る
立
場
に
な
り
ま
す
。
今

の
私
で
は
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
す
が
、

次
の
新
潟
国
体
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
国
体
出
場
に
際
し
て
、
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
、
先
輩
、
応
援
し

て
下
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
、
本
当

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
ご
指
導
と
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

第
3
1
回
県
民
登

平
成
二
十
年
十
月
二
十
六
日
（
日
）
安

中
市
碓
氷
峠
く
つ
ろ
ぎ
の
郷
周
辺
を
会

場
に
、
第
三
十
一
回
県
民
登
山
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
我
々
松
井
田
山
岳
会
が
幹

事
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
県
民
登
山

大
会
を
大
成
功
に
導
く
為
に
、
一
年
前

よ
り
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
ま
ず
最
初

に
行
っ
た
事
は
、
松
井
田
山
岳
会
内
に

第
三
十
一
回
県
民
登
山
大
会
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
良
い
運
営
方
法

を
学
ぶ
為
に
、
第
三
十
回
の
県
民
登
山

大
会
に
精
鋭
七
名
を
送
り
込
み
ま
し

た
。
そ
の
後
何
度
も
会
合
を
重
ね
て

コ
ー
ス
設
定
、
下
見
、
コ
ー
ス
整
備
を

繰
り
返
し
て
大
会
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
般
参
加
者
及
び
役
員
を

含
め
百
四
十
八
名
の
山
を
愛
す
る
人
達

が
集
い
ま
し
た
。

七
時
三
〇
分
よ
り
開
会
式
が
行
わ

れ
、
大
会
会
長
角
田
二
三
男
岳
連
副
会

長
挨
拶
、
地
元
安
中
市
荒
川
明
課
長
よ

り
歓
迎
の
挨
拶
、
佐
藤
光
由
大
会
委
員

長
挨
拶
、
大
会
開
催
に
尽
力
頂
い
た
安
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まんぐ畠山

中
市
に
感
謝
状
の
贈
呈
後
、
二
コ
ー
ス

の
C
r
・
S
r
を
紹
介
し
て
開
会
式
終
了
。

こ
の
後
参
加
者
は
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ

出発。
A
コ
ー
ス
　
山
急
山
（
六
十
九
名
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
に
分
乗
し
て
く
つ
ろ
ぎ

の
郷
を
出
発
（
8
‥
1
5
）
↓
入
山
　
小
柏

に
到
着
（
8
‥
5
0
）
↓
上
信
越
自
動
車
道

路
下
の
登
山
道
入
口
を
出
発
〈
8
‥
4
5
）

↓
出
発
直
後
は
広
い
道
が
続
き
、
し
ば

ら
く
す
る
と
突
然
急
な
林
に
突
入
（
き

つ
い
…
）
↓
し
ば
ら
く
行
く
と
中
間
尾

根
に
出
る
（
稜
線
）
平
ら
な
尾
根
を
し
ぼ

ら
く
歩
く
（
や
っ
と
一
息
つ
け
る
…
）
↓

し
か
し
平
ら
な
尾
根
は
、
長
く
続
か

な
い
↓
突
然
大
き
な
岩
場
が
出
現
（
登

り
が
き
つ
い
…
）
↓
頂
上
直
下
の
難
所

出
現
し
渋
滞
発
生
（
頂
上
直
下
の
難
所

は
ザ
イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
て
あ
る

が
、
足
が
上
が
ら
な
い
…
）
↓
難
所
を

無
事
ク
リ
ア
ー
し
て
山
急
山
の
頂
上
に

到
着
（
1
0
‥
1
3
）
こ
の
日
の
山
頂
は
、
浅

間
山
か
ら
の
強
い
風
が
吹
き
荒
れ
て
い

た
（
強
風
を
避
け
簡
単
な
食
事
を
と
る

が
寒
い
…
）
↓
昼
食
を
早
々
に
済
ま
せ
、

山
頂
を
出
発
す
る
（
H
‥
2
0
）
↓
稜
線
か

ら
沢
へ
下
り
込
む
（
さ
っ
き
ま
で
の
強

風
が
嘘
の
よ
う
だ
）
↓
沢
沿
い
を
進
む

（
清
流
が
素
晴
ら
し
い
）
↓
途
中
で
休
憩

を
と
っ
て
い
る
と
、
二
頭
の
鹿
に
遭
遇

し
た
↓
二
頭
鹿
に
見
送
ら
れ
て
、
山
急

山
を
後
に
し
た
（
1
3
‥
1
0
）
↓
碓
氷
第
3

橋
梁
（
め
が
ね
橋
）
（
1
2
‥
2
0
）
↓
ア
プ
ト

の
道
を
下
り
、
く
つ
ろ
ぎ
の
郷
到
着

（
1
4
‥
2
0
）
流
れ
解
散
。

B
コ
ー
ス
　
旧
中
山
道
刻
石
山

（
五
十
九
名
）
は
、
や
す
ら
ぎ
の
郷
出
発

（
8
‥
0
5
）
↓
旧
国
道
1
8
号
を
通
り
C

9
よ
り
登
山
道
に
入
る
（
8
‥
2
0
）
↓

線
引
き
観
音
（
8
‥
3
5
）
↓
見
晴
ら
し

到
着
（
8
‥
4
0
）

眼
下
を
見
下
ろ

す
と
、
坂
本
宿

を
一
望
出
来
る

↓
弘
法
の
井
戸

（
名
水
を
一
口

飲
む
）
↓
堀
切

り
↓
座
頭
こ
ろ

が
し
（
9
一
掬
）

歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
色
々
な
石

仏
及
び
史
跡
が

い
た
る
所
に
あ

り
、
旧
中
山
道

の
歴
史
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来

る
↓
栗
が
原

（
1
0
‥
0
5
）

↓
刻
石
山

（
1
0
‥
2
5
）

昼
食
↓
刻

石

山

出

発
（
　
H
‥

0
0
）
↓
御

巡
幸
道

（
1
1
‥
3
5
）

B
コ
ー
ス

の
最
難
関

箇
所
を
無

事

ク

リ

ア
ー
す
る

↓
碓
氷
第

3

橋

梁

（
め
が
ね

橋
）
到
着

（
1
1
‥
4
5
）

↓
ア
プ
ト

の
道
を
通

り
く
つ
ろ

ぎ
の
郷
到
着
（
1
2
‥
3
5
）
流
れ
解
散
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
が
事
故
も
無

く
無
事
下
山
す
る
事
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
ご
協
力
頂

い
た
安
中
市
教
育
委
員
会
、
安
中
市
体

育
協
会
、
（
財
）
碓
氷
峠
交
流
記
念
財
団
、

辞
馬
県
山
岳
連
盟
の
役
員
の
皆
様
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

）

次
回
大
会
で
の
再
会
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
県
民
登
山
大
会
の
報
告
と
致
し

ます。
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まんぐ畠山

「
中
高
年
の
体
力
等
に
応
じ
た
登
山

の
知
識
や
技
術
に
つ
い
て
習
得
す
る
と

と
も
に
研
究
協
議
を
行
い
、
中
高
年
登

山
指
導
者
の
養
成
と
安
全
な
登
山
の
普

及
を
図
る
」
　
を
趣
旨
に
、
中
高
年
安
全

登
山
指
導
者
講
習
会
が
平
成
2
0
年
9
月

1
3
日
（
土
）
か
ら
1
5
日
（
月
）
の
三
日
間
、

み
な
か
み
町
の
去
来
荘
及
び
谷
川
岳
で

開
催
さ
れ
、
北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、

茨
城
県
、
栃
木
県
、
詳
馬
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨

県
の
1
5
都
道
県
か
ら
2
9
名
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。

講
師
と
し
て
、
谷
川
岳
肩
の
小
屋
管

理
人
の
馬
場
保
男
氏
に
講
演
を
、
醇
馬

大
学
医
学
部
教
授
の
斎
藤
繁
先
生
、
同

教
育
学
部
教
授
山
西
哲
郎
先
生
に
講
義

を
し
て
頂
き
、
醇
馬
岳
連
指
導
委
員
会

よ
り
2
1
名
が
実
技
、
研
究
協
議
を
担
当

した。
【
一
日
日
】
9
月
1
3
日
（
土
）

⑥
講
演
「
谷
川
岳
遭
難
の
実
態
」

講
師
‥
馬
場
保
男
（
谷
川
岳
肩
の
小
屋

管
理
人
‥
元
沼
田
警
察
署
谷
川
岳
警
備

隊長）沼
田
警
察
署
谷
川
岳
警
備
隊
に
配
属

さ
れ
た
5
0
数
年
前
最
初
に
出
動
し
た
救

助
が
遺
体
搬
出
だ
っ
た
こ
と
、
以
来

7
0
0
件
以
上
の
遭
難
救
助
に
関
わ

り
、
そ
の
経
験
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー

ス
を
説
明
、
ま
た
発
生
状
況
、
原
因
、

年
齢
層
を
過
去
の
デ
ー
タ
を
墨
に
解

説
、
特
に
過
去
五
年
間
に
お
け
る
遭
難

事
例
か
ら
、
中
高
年
登
山
者
の
事
故
が

多
い
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、
肩
の
小
屋

の
管
理
人
と
し
て
の
立
場
で
、
最
近
の

登
山
者
の
傾
向
を
見
る
と
、
天
神
尾
根

を
中
心
に
登
山
者
が
増
え
て
き
た
、
若

い
人
も
以
前
と
比
べ
多
く
な
り
そ
れ
自

体
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
き
て
小
屋
に
置
い
て
い
く
者

（
当
人
は
良
い
こ
と
を
し
た
と
思
っ
て

い
る
）
や
、
小
屋
の
水
を
勝
手
に
持
っ

て
い
く
者
、
中
に
は
疲
れ
て
降
り
ら
れ

な
い
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
呼
ん
で
く

れ
、
な
ど
と
言
う
者
ま
で
出
て
き
た
等

モ
ラ
ル
の
低
下
も
目
立
つ
こ
と
を
指

摘
。
谷
川
岳
の
全
て
を
知
り
尽
く
し
て

い
る
馬
場
氏
な
ら
で
は
の
大
変
貴
重
な

講
演
で
あ
っ
た
。

◎
講
義
I
「
登
山
と
病
気
」

講
師
‥
斎
藤
　
繁
（
辞
馬
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
医
学
部
教
授
）

遭
難
原
因
は
一
般
的
に
は
道
迷
い
、

転
滑
落
だ
が
最
近
で
は
、
持
病
を
持
っ

て
い
る
登
山
者
が
、
そ
の
病
気
の
発
症

が
原
因
で
遭
難
す
る
ケ
ー
ス
が
中
高
年

登
山
者
特
有
の
事
故
と
し
て
増
え
て
き

た
。
狭
心
症
を
も
つ
登
山
者
が
、
持
病

の
悪
化
か
ら
心
筋
梗
塞
で
死
亡
し
た
事

例
を
挙
げ
問
題
点
を
解
説
。
ま
た
高
血

圧
症
の
人
は
、
徐
々
に
運
動
の
強
さ
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
い
き
な

り
急
登
す
る
よ
う
な
コ
ー
ス
は
や
め
、

林
道
歩
き
か
ら
始
め
、
ペ
ー
ス
を
ゆ
っ

く
り
上
げ
て
い
く
登
り
方
が
大
切
で
あ

る
、
山
で
は
直
ぐ
に
医
者
が
来
な
い
こ

と
を
登
山
者
は
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で
あ

る
等
の
講
義
が
あ
っ
た
。

）

三
途
の
川
も
走
っ
て
渡
り
た
い
と
の

ジ
ョ
ー
ク
で
参
加
者
を
笑
わ
せ
る
。

①
　
中
高
年
の
登
山
運
動
学

②
　
登
山
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
学
的
特
性

③
　
垂
直
的
志
向
と
水
平
志
向
の
相
違

④
　
登
山
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
関
係

⑤
　
登
山
と
健
康

⑥
　
中
高
年
の
体
力

⑦
　
登
山
の
運
動
学
的
仕
組
み

⑧
　
登
山
の
た
め
の
健
康
体
カ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

の
8
つ
の
テ
ー
マ
で
自
身
の
経
験
も
交

え
楽
し
く
学
べ
た
。
講
義
中
も
動
き
回

り
、
参
加
者
を
走
ら
せ
た
り
独
特
な
講

義
で
あ
っ
た
。

馬
場
氏
、
斎
藤
、
山
西
両
先
生
と

も
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
非
常
に
解
り

易
い
話
で
、
所
々
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
参

加
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
話
術
は
流
石
で

あ
り
、
参
加
者
か
ら
　
「
と
て
も
わ
か
り

易
い
講
義
で
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ

た
」
「
講
義
の
テ
ン
ポ
が
良
く
、
楽
し
く

学
べ
た
」
「
講
師
が
個
性
的
で
楽
し
か
っ

◎
講
義
＝
「
中
高
年
の
体
力
，
健
康
と

登山」
講
師
‥
山
西
哲
郎
（
轄
馬
大
学
教
育
学

部
教
授
）

自
己
紹
介
で
、
走
る
こ
と
が
大
好

き
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
走
っ
て
い
る
、
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た
」
等
々
大
変
好
評
だ
っ
た
。

【
二
日
目
】
9
月
1
4
日
（
日
）

全
体
を
3
班
に
分
け
、
1
・
2
班
が

第
1
グ
ル
ー
プ
、
3
班
が
第
2
グ
ル
ー

プ
と
し
た
。

★
第
1
グ
ル
ー
プ
　
天
神
尾
根
コ
ー
ス

谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
↓
天
神
平
↓

天
神
尾
根
↓
谷
川
岳
山
頂
（
往
復
）

参
加
者
‥
講
習
生
2
3
名
　
講
師
‥
C
r

松
田
（
前
橋
）
、
他
1
5
名

班
長
が
中
心
と
な
り
班
ご
と
に
講
習

し
な
か
ら
登
山
。

〔
天
神
平
〕
　
念
入
り
に
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
を
実
施
、
本
日
の
行
動
予
定
を
再
確

認
、
持
ち
物
確
認
、
注
意
事
項
な
ど
し

た
後
、
班
長
を
先
導
に
出
発
す
る
、
以

下
講
習
場
所
と
内
容

〔
熊
穴
沢
避
難
小
屋
〕
歩
行
技
術
、
疲

れ
に
く
い
歩
き
方

〔
天
狗
の
踊
り
場
〕
　
ペ
ー
ス
配
分
、
ス

ト
ッ
ク
の
使
い
方
、
休
み
の
取
り
方
、

水
の
飲
み
方

〔
肩
の
小
屋
〕
地
図
と
コ
ン
パ
ス
、
気

象
の
知
識

〔
谷
川
岳
質
料
館
前
〕
　
危
急
時
対
策
、

搬
送
法
、
テ
ー
ピ
ン
グ
の
仕
方

心
配
さ
れ
た
台
風
の
影
響
も
な
く
、

好
天
に
恵
ま
れ
山
頂
か
ら
の
3
6
0
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
に
参
加
者
は
満
足
し
た

よ
う
で
、
北
海
道
か
ら
来
た
参
加
者
は

高
い
交
通
費
を
か
け
て
参
加
し
た
甲
斐

が
あ
っ
た
と
写
真
を
い
っ
ぱ
い
撮
っ
て

いた。
★
第
2
グ
ル
ー
プ
　
谷
川
岳
新
道
コ
ー

ス

土
合
橋
↓
マ
チ
ガ
沢
出
合
↓
一
の
倉

沢
出
合
↓
幽
の
沢
出
合
↓
芝
倉
沢
出
合

↓
幽
の
沢
出
合
↓
一
の
倉
沢
出
合
↓
マ

テ
ガ
沢
出
合
↓
谷
川
岳
登
山
指
導
セ
ン

タ
ー
↓
谷
川
岳
資
料
館
前
参
加
者
‥
講

習
生
6
名
　
講
師
‥
c
m
角
田
二
三
男

（
高
体
連
）
他
5
名

駐
車
場
で
今
日
の
コ
ー
ス
を
改
め
て

説
明
、
注
意
事
項
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

後
出
発
講
習
内
容
は
基
本
的
に
は
第
1

グ
ル
ー
プ
と
同
じ
こ
と
を
実
施
。
テ
ー

ビ
ン
グ
、
（
キ

ネ
シ
オ
テ
ー

プ
）
の
講
習
が

た
め
に
な
っ
た

と
の
感
想
が
多

か
っ
た
。
講
習

生
と
講
師
が
同

数
と
い
う
大
変

贅
沢
な
講
習
と

な
っ
た
。

無
事
に
実
技

も
終
了
し
、
バ

ス
で
去
来
荘
に

戻
り
、
入
浴
後

夕
食
を
兼
ね
て

情
報
交
換
会
が

行
わ
れ
た
。
今

日
の
講
習
会
で

の
感
想
や
意
見

を
自
己
紹
介
も
含
め
、
1
人
ず
つ
発
表

し
て
も
ら
う
、
登
山
の
疲
れ
も
忘
れ
、

明
日
の
研
究
協
議
も
忘
れ
？
　
遅
く
ま

で
笑
顔
で
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
有

意
義
な
情
報
交
換
会
で
あ
っ
た
。

【
二
日
目
】
9
月
嶋
田
（
月
）

研
究
協
議
「
信
頼
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
の

あ
り
が
た
」

3
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
参
加
者
か
ら
事
前
に
提
出
し

て
も
ら
っ
た
資
料
に
基
づ
き
発
言
し
て

）

も
ら
い
、
分
科
会
ご
と
に
ま
と
め
全
体

会
で
発
表
。

◆
第
1
分
科
会
　
7
名
「
リ
ー
ダ
ー
の

役
割
と
心
構
え
」
　
発
表
者
‥
角
田
守

（前橋）
◆
第
2
分
科
会
　
1
5
名
「
山
で
事
故
を

お
こ
さ
な
い
た
め
に
は
」
　
発
表
者
‥
阿

部
源
（
ミ
ヤ
マ
）

◆
第
3
分
科
会
　
7
名
「
中
高
年
登
山

の
諸
問
題
」
発
表
者
‥
吉
田
直
人
（
墳
）

各
分
科
会
と
も
時
間
が
足
り
ず
結
論

を
導
き
出
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
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まんぐ畠山

よ
う
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
岳
会
で
の

取
り
組
み
や
、
悩
み
が
真
剣
に
協
議
さ

れた。以
下
研
究
協
議
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

・
各
団
体
の
実
態
が
わ
か
り
参
考
に

な
っ
た
。

・
他
の
団
体
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入

れ
ク
ラ
ブ
運
営
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

・
一
人
ひ
と
り
の
発
言
の
時
間
配
分
を

工
夫
し
て
欲
し
い
。

・
実
体
験
に
基
づ
く
話
が
有
意
義
だ
っ

た。・
改
め
て
リ
ー
ダ
ー
の
大
切
さ
が
認
識

で
き
た
。

・
経
験
が
い
か
に
大
事
か
理
解
で
き
た
。

正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
精
進
し

たい。
・
登
山
は
自
己
責
任
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
感

じた。
・
問
題
に
対
す
る
共
通
認
識
が
で
き
て

良
か
っ
た
。

・
指
導
員
の
活
用
の
問
題
、
公
募
登
山

の
問
題
等
が
理
解
で
き
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
に
は
紅

葉
は
早
い
が
、
秋
の
谷
川
岳
で
の
講
習

会
に
満
足
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

準
備
期
問
か
ら
佐
藤
理
事
長
を
始
め
多

く
の
岳
連
指
導
委
員
に
多
大
な
協
力
を

戴
き
無
事
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

轄
馬
県
山
岳
連
盟
加
盟
団
体
の
平
成

二
十
年
度
冬
山
合
宿
は
七
団
体
九
パ
ー

テ
ィ
で
次
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
し

た。①
墳
町
山
の
会
（
三
名
）

＋
大
間
々
山
岳
会
　
（
一
名
）
　
尾
瀬

②
太
田
山
岳
会
（
二
名
）
尾
瀬

③
　
〝
　
（
二
名
）
大
境
岳
、
槍
ヶ
岳

④
松
井
田
山
岳
会
　
（
三
名
）

丸
沼
ス
キ
ー
場
か
ら
日
光
白
根
山

⑤
沼
田
山
岳
会
〈
六
名
）
八
ヶ
岳

⑥
　
〝
　
　
　
　
（
三
名
）
谷
川
岳

⑦
前
橋
山
岳
会
〈
四
名
）
洞
沢
岳

⑧
　
〝
　
　
　
　
（
二
名
）
八
ヶ
岳

⑨
桐
生
山
岳
会
（
二
名
）
毛
勝
山

③
～
⑧
は
概
ね
予
定
コ
ー
ス
を
ト

）

レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
末
に
各
地
で
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ

る
等
の
遭
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
岳

連
加
盟
団
体
に
は
事
故
が
な
く
幸
い
な

こ
と
で
し
た
。

一
月
二
十
一
日
に
は
報
告
会
を
開
き

ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
松
井
田
山
岳

会
・
斉
藤
長
作
氏
よ
り
「
年
々
規
模
が

縮
小
し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
は

否
め
な
い
が
、
そ
れ
で
も
ど
ん
な
計
画

で
あ
っ
て
も
　
『
合
宿
は
継
続
す
る
』
　
考

え
で
い
る
」
　
と
の
発
言
が
あ
り
、
共
感

い
た
し
ま
し
た
。

各
会
は
、
会
員
数
の
減
少
・
平
均
年

齢
の
上
昇
が
進
み
、
山
に
行
っ
て
い
る

の
か
活
動
し
て
い
る
の
か
も
判
ら
な
い

様
相
さ
え
み
ら
れ
ま
す
が
、
「
合
宿
」

は
単
に
宿
泊
登
山
で
は
な
く
山
岳
会
と

い
う
組
織
活
動
の
集
注
点
と
し
て
の
位

置
づ
け
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
ス
タ
イ

ル
に
拘
ら
ず
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
又
、
単
一
団
体
で
実
施

が
難
し
い
場
合
や
、
「
ウ
チ
で
は
一
人

し
か
都
合
が
つ
か
な
い
」
　
よ
う
で
あ
れ

ば
合
同
で
の
実
施
も
積
極
的
に
検
討
し

て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
年
墳
町

と
大
間
々
が
そ
う
い
う
状
況
で
し
た
。

相
互
研
鎖
に
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

報
告
会
等
は
情
報
・
状
況
の
交
換
の

場
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
仲
間

の
活
動
を
見
聞
す
る
こ
と
は
自
分
の
活

動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

キ
ッ
カ
ケ
と
も
な
り
ま
す
の
で
合
宿
を

実
施
し
て
い
な
い
会
の
方
々
に
も
参
加

を
お
勧
め
し
ま
す
。

〔末筆に〕
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
前
任
部
長
・

救
助
隊
隊
長
か
ら
ポ
ス
ト
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
御
挨
拶
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

私
は
昭
和
四
五
年
か
ら
救
助
隊
に
仲

間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
西
山
隊
長

の
下
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
頃
か
ら

で
は
通
算
二
十
八
年
間
の
隊
員
活
動
と

な
り
ま
す
。
平
成
元
年
度
よ
り
丁
度

二
十
年
副
隊
長
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
間
に
習
得
し
て
き

た
経
験
・
実
践
的
技
術
を
若
い
隊
員
に

習
得
さ
せ
て
い
き
た
く
、
ま
た
新
し
い

技
術
・
機
材
を
取
り
入
れ
共
に
学
ん
で

い
く
所
存
で
す
。
そ
し
て
西
山
隊
長
が

私
費
を
投
じ
て
築
き
上
げ
た
ワ
イ
ヤ
技

術
は
群
馬
岳
連
の
誇
り
と
し
て
、
直
伝

の
操
作
方
法
・
機
材
の
考
え
方
、
ナ
イ

ロ
ン
ロ
ー
プ
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
朽
ち
さ
せ
ず
伝
播
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
御
指
導
・
御
鞭
擬
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。



平成21年5月23日（12）第92号

一一一二11－ �綾 ー‡三言謙弼：1－ ∴ ：∴：∴∴ �　十番 ▲ヽ∴： � � �賀 �翠＿／鷲二一二 琴琴平で一・二塚：i‾‾藷、・－ � �二熊襲 �：1．11 髭－ �� �� � � � �蓋翳 ∴∴∴ 十二∴∴ ∴∴ �i二七iジ 譲 繕避 「i∴ ���．∴∴∴∴‾1∴∴． 

∴ ��「∵一 � �ー● 

‾‾怒髪露饗 �� � �琴 �∴∴∴∴‾ �∴「： ∴一 ����������� �謬　一事 �綾 

融i薫 � � �� � � �国∴ �� 多妻三毛十三　∴／ �� � �髪．三・ � �∴一∴∵㌻皇 ���� �� � � ��� � � 

一／一一 °紅 ∴∴∴∴ ∴醤 －＋∴ ∴∴ 

・蒙翳 ＿．翳 ∴∵：∴∴ヾ ∴∫∴ 苗に ��� 

羊， ���� 

／／三三三 �� � � � �輝子．－言一言，　高子∴∴千十∴一帯 ��� � �� �『君 ����� 

∴∴ ������ 

＿一一一・一一一つ一：／享っ ：：▲ 講 享楽一・ を；老 子諮 り 

享∴十一∴ 髪翳ナシ‘ 

▲岳聯主催の富岡市の賞前神社から県議団神社へ 「聖火伝達奉納行葦」。1941年渦訴軸6年日1別9日畿 第12回明治神宮国民体膏大会行軍訓緻こ参加した中島ト ����������� � 

1， 練 ������言霊i竜∵ ∴〕陪 

喜代志、高塚和雄、田村朝之助（左から）。1941年（昭 和16年）10月30日－11月4日。 

日月治神宮国民体育大会行軍 ������������������弼華 �誌旧聞 

まんぐ畠山

H
．
日
本
の
登
山
行
政
と
登
山
団
体
の
関
係
（
そ
の
2
）

群
馬
岳
連
副
会
長

八
木
原
　
図
明

『
国
民
僻
膏
大
会
（
国
雄
）
』

国
体
参
加
へ
の
歴
史

登
山
は
体
育
運
動
の
一
環
と
し
て
戦

前
か
ら
国
体
の
前
身
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
あ
る
　
「
国
民
錬
成
体
育
大
会
」
　
に
参

加
し
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一

年
）
に
結
成
し
た
「
日
本
山
岳
連
盟
」
は

大
日
本
体
育
会
（
日
本
体
育
協
会
の
前

身
）
の
加
盟
団
体
登
録
し
た
時
は
、
「
行

軍
登
山
部
会
」
へ
入
っ
た
。

第
十
二
回
明
治
神
宮
国
民
錬
成
大
会

（
一
九
四
一
年
十
一
月
）
で
は
神
奈
川
県

丹
沢
の
大
山
か
ら
東
京
の
明
治
神
宮
ま

で
、
七
〇
血
、
一
〇
〇
〇
名
の
大
行
軍

を
行
っ
た
。
参
加
者
は
一
府
県
選
出

一
五
名
で
約
五
〇
〇
名
、
日
本
山
岳
連

盟
選
手
五
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。
一
ケ

月
後
に
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
攻
撃
、
第
二

次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
、
軍
事
色
・
戦

時
色
の
濃
い
大
会
で
あ
っ
た
。

第
十
三
回
明
治
神
宮
国
民
錬
成
大
会

（
一
九
四
二
年
十
一
月
）
に
は
、
日
本
岳

連
が
全
国
か
ら
一
〇
〇
〇
名
を
動
員
し

て
、
お
な
じ
く
大
山
か
ら
明
治
神
宮
外

苑
競
技
場
ま
で
各
自
二
〇
時
づ
つ
背

負
っ
て
歩
い
た
。

戦
後
、
日
本
山
岳
会
と
全
日
本
山

岳
連
盟
を
一
つ
に
し
て
、
一
九
四
六

年
（
昭
和
二
十
一
年
二
月
に
　
「
大
日
本

体
育
会
」
　
か
ら
財
団
法
人
日
本
体
育
協

会
（
自
体
協
）
と
な
っ
た
日
体
協
へ
の

加
盟
を
迫
ら
れ
た
が
、
ま
と
ま
ら
ず
、

一
九
四
六
年
九
月
に
日
本
山
岳
会
が

「
全
国
組
織
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
約

束
し
た
一
札
を
入
れ
て
」
自
体
協
へ
加

盟
す
る
。

第
一
回
国
民
大
会
。
一
九
四
六
年
（
昭

和
二
一
年
）
十
月
。

近
畿
地
区
大
会
と
し
て
、
戦
災
を
受

け
な
か
っ
た
京
都
を
中
心
に
開
催
。
関

西
地
区
の
日
本
山
岳
会
員
が
展
覧
会
と

講
演
と
映
画
の
会
を
開
い
て
お
茶
を
に

ごす。第
二
回
以
降
、
日
体
協
加
盟
の
日
本

山
岳
会
が
主
導
し
て
、
縦
走
だ
け
の

オ
ー
プ
ン
競
技
と
し
て
ぎ
く
し
ゃ
く
し

な
が
ら
実
施
す
る
が
、
と
う
と
う
第

）

十
一
回
大
会
（
昭
和
三
十
一
年
）
は
日
本

山
岳
会
と
全
岳
連
と
の
不
協
和
音
が
尾

を
引
い
て
〈
？
）
、
「
適
当
な
会
場
地
な

し
」
と
し
て
中
止
。

「
中
止
の
穴
埋
め
で
は
な
い
が
」
　
と
、

奈
良
の
大
峰
山
系
で
三
〇
〇
余
名
の
参

加
者
を
得
て
開
か
れ
た
の
か
　
「
第
一
回

全
日
本
登
山
体
育
大
会
」
、
二
〇
〇
七

年
（
平
成
一
九
年
）
に
四
六
回
を
数
え
て

い
る
「
全
日
大
会
」
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
四
月
一
日
付
で
　
「
日
本

山
岳
協
会
」
　
が
発
足
し
、
日
体
協
へ
加

盟
し
、
こ
の
年
の
第
十
五
回
熊
本
大
会

か
ら
日
本
山
岳
協
会
が
競
技
団
体
と

な
っ
た
。

正
式
競
技
化
と
急
激
な
変
化

一
九
七
七
年
の
第
三
二
回
青
森
大
会

か
ら
競
技
化
さ
れ
踏
査
を
取
り
入
れ
試

行
。
一
九
七
八
年
の
第
三
三
回
長
野
国

体
か
ら
、
正
式
競
技
化
に
向
け
成
年
女

子
を
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
縦
走
の
み
で

な
く
、
登
撃
と
踏
査
が
加
え
ら
れ
三
種

目
、
四
種
別
競
技
試
行
。
準
備
が
整
う
。

一
九
八
〇
年
の
第
三
五
回
栃
木
国
体
か

ら
正
式
種
目
と
な
り
、
天
皇
杯
、
皇
后

杯
の
得
点
種
目
と
な
る
。

二
〇
〇
二
年
の
第
五
七
回
高
知
国
体

か
ら
踏
査
が
無
く
な
り
、
縦
走
と
登
撃

の
2
種
目
と
な
る
。

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
の
大
分

国
体
よ
り
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
こ
れ
ま
で

の
登
撃
）
の
み
と
な
り
、
リ
ー
ド
と
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
の
二
種
目
と
な
る
。
人
工

）

壁
利
用
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
、
一

般
に
云
う
　
「
登
山
」
　
と
は
ま
す
ま
す
離

れ
た
　
「
純
然
た
る
競
技
」
　
の
国
体
山
岳

競
技
と
な
る
。

国
体
、
国
体
山
岳
競
技
、
人
間
（
予

選
が
成
り
立
つ
ほ
ど
の
選
手
に
な
り
た

い
人
が
い
る
の
か
否
か
と
動
員
す
る
役

員
数
）
、
施
設
と
金
（
特
に
国
体
に
使
う

だ
け
で
壊
し
て
し
ま
い
、
後
利
用
が
出

来
な
い
高
額
建
設
費
の
無
駄
）
、
ク
ラ
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まんぐ畠山

イ
ミ
ン
グ
、
白
山
協
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
国
際
連
盟
等
。
こ
れ
ら
の
ま

）

す
ま
ず
難
し
く
な
る
関
係
を
ど
う
す
る

の
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

支
部
科
学
昔
話
研
修
所
雷
県
立
田
町
）
－
－
㍉
i
」

急
増
す
る
遭
難
の
防
止
を
目
指
し
て

開
設
さ
れ
た
日
本
唯
一
の
　
「
国
立
登
山

セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
七
月

一
日
開
所
。
設
立
趣
旨
は
　
「
登
山
の
激

増
に
伴
う
悲
惨
な
山
岳
遭
難
事
故
の
急

増
は
、
山
に
つ
い
て
の
知
識
お
よ
び
登

山
技
術
の
未
熟
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、

指
導
者
の
不
足
が
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
国
立
登
山
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
高
度
の
技
術
を
も
っ
た
指
導
者
の

養
成
を
は
か
り
、
正
し
い
登
山
を
普
及

奨
励
し
、
山
岳
遭
難
を
未
然
に
防
止
す

る」。

主
な
目
的
と
し
て
は
指
導
者
養
成
と

登
山
に
関
す
る
研
究
機
関
と
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
何
故
指
導
者
の
養
成
が

急
務
と
な
っ
た
か
と
云
え
ば
、
前
述
の

通
り
の
遭
難
の
急
増
で
あ
っ
た
。

遭
難
の
急
増
は
富
山
県
登
山
届
出
条

例
が
一
九
六
六
年
三
月
に
、
醇
馬
県
谷

川
岳
遭
難
防
止
条
例
を
一
九
六
七
年
一

月
に
施
行
さ
せ
た
が
、
法
令
が
遭
難
防

止
の
抜
本
的
、
根
本
的
対
策
で
あ
り
得

る
は
ず
が
無
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
の
全
て
の
原
因
は
大

き
な
社
会
問
題
化
し
て
い
る
　
「
登
山
に

お
け
る
人
の
死
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
無
く
す
た
め
に
高
校
生
、

大
学
生
、
社
会
人
登
山
者
の
指
導
者
・

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
そ
の
防
止
に
役

立
て
る
の
か
研
修
所
設
立
の
目
的
。

登
山
研
修
所
の
組
織

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
。
青
少
年
局
－
運
営
委

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

登
山
研
修
所
－
専
門
調
査
委
員
会

「
専
門
職

所長⊥

「管理係

臆
運
営
委
員
会

研
修
所
の
効
率
的
な
運
営
及
び
登
山

の
指
導
・
技
術
の
向
上
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
指
導
助
言
を
得
る
た
め
、

運
営
委
員
十
名
を
委
嘱
し
て
い
る
。

■
専
門
調
査
委
貴
会

研
修
所
の
研
修
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
、
特
別
の
事
項
を
調
査
研
究
す
る
た

め
、
専
門
調
査
委
員
十
七
名
を
委
嘱
し

て
い
る
。

登
山
研
修
所
の
事
業

□
一
段
研
修
会

大
学
生
登
山
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
夏

山
1
）山

岳
遭
難
救
助
研
修
会
A

社
会
人
登
山
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
〈
1
）

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
登
山
指

導
者
研
修
会

大
学
生
登
山
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
夏

山2）社
会
人
登
山
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
2
）

山
岳
遭
難
救
助
研
修
会
B
未
定

大
学
生
登
山
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
冬

山
）
未
定

社
会
人
登
山
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
冬

山
）
＊
1

社
会
人
登
山
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

（
1
）
と
（
2
）
は
、
連
携
し
て
い
ま
す
。

□
登
山
指
導
員
研
修
会
　
（
春
山
編
、

冬
山
編
）

□
中
高
年
安
全
登
山
指
導
者
講
習
会

（
毎
年
、
中
部
・
東
部
・
西
部
地
区
に

て
開
催
）

（
社
）
日
本
山
岳
協
会
、
都
道
府
県
教

育
委
員
会
と
共
催

□
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

）

ろ
ん
と
し
て
、
日
本
登
山
界
・
登
山
者

全
て
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
て
い
る
登
山
関
係
者
が
多

ヽ
●
　
○

日
本
の
登
山
に
関
わ
る
全
て
の
情
報

の
集
積
と
発
信
の
墓
地
と
し
、
可
能
で

あ
れ
ば
日
本
人
登
山
家
の
も
の
の
み
で

な
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
の
全
登
山
史
を

も
集
積
し
、
誰
で
も
閲
覧
・
利
用
可
能

な
も
の
に
発
展
さ
せ
た
い
と
の
意
見
も

あ
る
。
登
山
文
化
を
残
し
発
展
さ
せ
る

た
め
に
も
。

登
山
研
修
所
の
将
来

現
在
推
進
中
の
事
業
の
実
施
は
も
ち

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
～

二
〇
〇
七
年
七
月
で
四
四
回
開
催
。

日
本
に
登
山
ブ
ー
ム
が
爆
発
的
に

起
こ
っ
た
原
因
は
、
一
九
五
六
年
の

ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
マ
ナ
ス
ル

（
八
一
六
三
㍍
）
初
登
頂
と
ナ
イ
ロ
ン
ザ
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イ
ル
切
断
事
件
を
題
材
に
し
た
井
上
靖

の
新
聞
連
載
小
説
　
「
氷
壁
」
　
だ
と
い
わ

れ
る
。
登
山
の
隆
盛
は
遭
難
も
急
増
さ

せた。こ
の
頃
遭
難
防
止
対
策
や
安
全
登
山

の
普
及
・
推
進
に
は
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て

が
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
山
岳
遭
難
防

止
条
例
や
文
部
省
（
文
部
科
学
省
）
登
山

研
修
所
の
設
置
で
あ
り
、
中
高
年
安
全

登
山
指
導
者
講
習
会
や
こ
の
全
山
遭
の

開
催
で
あ
る
。

現
在
文
部
科
学
省
、
警
察
庁
、
環
境

省
、
気
象
庁
、
（
社
）
日
本
山
岳
協
会
及

び
山
岳
遭
難
対
策
中
央
協
議
会
に
よ
る

共
催
で
、
毎
年
開
催
地
を
変
え
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
い
る
。

山
岳
遭
難
も
時
代
と
共
に
事
故
の
形

態
や
傾
向
も
変
化
し
て
い
る
。
岩
場
や

沢
で
の
墜
落
、
滑
落
、
落
石
、
冬
山
で

の
雪
崩
や
気
象
遭
難
な
ど
が
、
低
レ
ベ

ル
化
・
高
齢
化
・
量
的
拡
大
を
し
て
い

る。

電
話
か
ら
が
多
く
な
り
、
救
出
は
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
と
な
り
素
早
い
対
応
が
可
能

に
は
な
っ
た
が
、
安
易
に
タ
ク
シ
ー
代

わ
り
に
呼
ん
で
は
い
な
い
か
？
と
の
批

判
も
あ
る
。

ツ
ア
ー
登
山
、
公
募
登
山
は
自
分
で

計
画
を
立
て
ず
、
判
断
出
来
な
い
登
山

者
を
創
出
。
山
岳
会
や
大
学
山
岳
部
は

疲
弊
・
衰
退
し
新
た
な
登
山
者
、
リ
ー

ダ
ー
が
生
ま
れ
な
い
状
況
。

Ⅲ
．
結
び

遭
難
者

の
　
う
　
ち

四
　
〇
　
才

以
上
の
中

高
年
登
山

者
が
八
〇

㌫
を
占
め

（
遭
難
者

の
七
〇
㌫

が男性）、一
般
登

山
道
で
の

転
落
、
転

倒
、
道
迷

い
を
原
因

と
す
る
も

の
　
が
　
多

ヽ
●
　
0

－”Y

救
助
依

頼
は
携
帯

）

一
九
九
一
年
か
ら
全
国
三
地
区
で
毎

年
開
催一

九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
初
冬
の
十

月
九
日
、
富
山
県
立
山
連
峰
登
山
に
来

た
滋
賀
、
京
都
の
中
高
年
登
山
者
十
名

が
吹
雪
の
た
め
に
下
れ
ず
、
八
名
死
亡

の
大
遭
難
事
故
が
起
こ
る
。
こ
れ
ま
で

も
中
高
年
登
山
者
の
急
増
と
遭
難
の
急

増
に
頭
を
痛
め
て
い
た
国
・
登
山
界
は

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
早
急
に
対

策
を
打
つ
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

一
九
九
一
年
か
ら
文
部
科
学
省
、

（
社
）
日
本
山
岳
協
会
、
開
催
地
都
道
府

県
教
育
委
員
会
の
共
催
で
開
催
。
中
高

年
の
体
力
等
に
応
じ
た
登
山
の
知
識
や

技
能
に
つ
い
て
習
得
す
る
と
共
に
研
究

討
議
を
行
い
、
中
高
年
登
山
指
導
者
の

養
成
と
安
全
登
山
の
普
及
を
図
る
。

参
加
対
象
者
は
教
育
委
員
会
関
係

者
、
岳
連
（
協
会
）
関
係
者
、
そ
の
他
登

山
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
六
〇
才
以
下

の
者
。
一
九
九
一
年
の
東
部
地
区
・
神

奈
川
、
中
部
地
区
・
富
山
、
西
部
地
区
・

鳥
取
か
ら
始
ま
り
本
年
で
十
七
年
目
で

あ
る
が
、
延
べ
一
八
〇
三
名
が
受
講
。

た
だ
、
最
近
の
受
講
者
は
　
「
中
高
年
の

本
来
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
特
に
自
由

を
求
め
て
の
行
為
で
あ
る
登
山
が
、
法

律
や
規
則
に
　
縛
ら
れ
て
良
い
は
ず
が

無
い
。
し
か
し
現
実
に
は
登
山
者
自
身

に
よ
り
山
岳
遭
難
事
故
が
引
き
起
こ
さ

れ
、
富
山
・
辞
馬
二
つ
の
県
で
の
法
規

制
を
阻
止
出
来
な
か
っ
た
。

現
在
も
遭
難
が
続
く
以
上
廃
止
は
不

登
山
指
導

者
」
　
と
い

ゝ
つ
　
よ
　
り

は
、
「
単

な
る
登
山

の
基
礎
知

識
・
技
術

の
研
修
」

と
し
て
の

受
講
者
で

あ
り
、
同

じ
顔
ぶ
れ

で
あ
る
こ

と
も
あ
る

と
い
う
。
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まんぐ畠山

可
能
で
あ
ろ
う
が
、
一
件
で
も
二
件
で

も
減
ら
し
、
改
正
を
求
め
、
廃
止
を
目

指
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
安
全
で
楽
し
い

登
山
の
推
進
。
普
及
も
遭
難
の
防
止
も

全
て
我
々
登
山
界
、
登
山
者
側
の
責
任

で
あ
る
。

自
然
志
向
、
健
康
志
向
の
中
高
年
登

山
者
の
増
加
は
歓
迎
す
る
が
、
若
者
の

登
山
離
れ
、
登
山
の
世
界
を
覗
き
も
し

な
い
事
の
ほ
う
が
登
山
（
界
）
の
将
来
に

と
っ
て
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。

我
々
中
高
年
登
山
者
が
ど
ん
な
に
踏

ん
張
っ
て
も
突
っ
張
っ
て
も
、
先
は
短

い
。
登
山
界
に
と
っ
て
明
る
い
将
来
・

未
来
は
無
い
。

危
険
・
き
つ
い
・
汚
い
登
山
で
な
く
、

先
ず
は
自
然
に
親
し
ま
せ
、
若
者
も
集

う
健
康
で
や
り
甲
斐
・
達
成
感
・
満
足

感
を
感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
登
山
を
自

然
愛
好
者
・
登
山
愛
好
者
は
力
を
合
わ

せ
て
目
指
し
た
い
。

様
々
な
遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
。

少
子
社
会
で
大
事
に
育
て
ら
れ
た
若
者

が
大
勢
の
観
客
の
前
で
プ
レ
ー
が
出

来
、
華
や
か
で
、
脚
光
を
浴
び
、
努
力

が
結
果
と
し
て
名
声
と
収
入
に
結
び
つ

く
ス
ポ
ー
ツ
に
集
ま
る
こ
と
は
止
め
ら

れ
な
い
。

ど
う
す
れ
ば
自
然
の
中
に
、
山
の
中

へ
引
き
込
め
る
か
？
我
々
の
仲
間
に
出

来
る
か
？

）

科
学
的
文
明
の
発
達
と
享
受
は
、
環

境
の
問
題
で
も
我
々
を
反
省
さ
せ
、
よ

り
本
質
的
・
根
元
的
な
文
化
へ
の
回
帰

を
呼
び
覚
ま
し
、
便
利
で
楽
で
は
あ
っ

て
も
も
う
一
つ
味
気
な
い
生
活
、
人
生

を
見
直
し
人
間
性
回
復
の
た
め
に
も

人
々
は
自
然
や
登
山
を
再
び
目
指
す
と

信
じ
て
い
る
。

我
々
登
山
者
は
環
境
や
大
自
然
の
偉

大
さ
大
切
さ
を
普
段
の
地
道
な
活
動
、

実
践
を
通
じ
て
次
代
、
後
世
に
ま
で
多
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本
文
と
も
に
敬

称
略

く
の
人
達

に
伝
え
、

自
由
を
満

喫
で
き
る

大
自
然
の

中
で
の
運

動
、
登
山

の
楽
し
さ

素
晴
ら
し

さ
を
広
め

て
行
く
こ

と
を
誓
い

合
い
た
い
。

そ
し
て

登
山
が
い

か
に
健
康

的
に
も
精

神
的
に
も

良
い
か
を

も。
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